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表-1 高流動コンクリートに対する主な要求性能

表-2 使用材料 

表-3 高流動コンクリートの配合及び試験結果 

PC 部材の大断面修復を対象とした高流動コンクリートに関する検討 
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１．はじめに  

塩化物イオンの浸透が PC 鋼材に達した場合には，PC

鋼材を完全に露出させ，その部分を修復するような大断

面修復が必要になる可能性がある．その場合，はつり・

修復作業時並びに供用後の部材挙動の検討と適切な補修

材料の選定を事前に行うことが重要である．しかし，こ

れまでかぶり部分等の小断面修復を対象とした補修材料

が多く，そのような材料では PC 構造物の大断面修復に

対応できない．そこで，筆者らは，PC 桁下面の大断面修

復を対象とした断面修復材の一つとして高流動コンクリ

ートの適用性を検討したので，ここに報告する． 

２．断面修復材に対する要求性能の検討  

本研究では，PC 部材の断面修復後の性能を検討する実験モ

デルとして，道路橋用 PC 橋桁 AS10 （JIS A 5373）を用いて，

桁長の 1/2 程度，下端から桁高の 1/3 程度の断面修復を行うこ

ととした．ここで，PC 橋桁下面の断面修復に使用する高流動

コンクリートに主な要求性能は，表-1 に示すとおりである．

PC 橋桁の大断面修復を考えた場合，断面修復には PC 橋桁コン

クリートと同程度のヤング係数を有し，収縮等も小さいものを

選定しなければ，断面修復後の PC 橋桁の変形，プレストレス

ロスが大きいことが構造解析で明らかになった．  

３．高流動コンクリートの配合検討及び品質（性能）の確認  

(1)配合の検討： 表-1 に示した要求性能を考慮し，実験結果

をもとに決めた使用材料及び配合を，表-2，表-3 に示す． 

(2)コンクリートの品質： 表-3 の流動性状，ブリーディング，

圧縮強度及びヤング係数の試験結果は，表-1 に示した要求性能

を満足するものである．図-1 は，表-3 に示した配合で発泡剤使用量のみを変化させた場合の初期膨張量を表  
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(g/

cm3)

水 1.00
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表面積5910cm
2
/g

2.66

栃木県鬼怒川産，F.M2.79 2.54
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収縮低減剤

高性能
AE減水剤

S

S1
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W水道水

種類・物性・成分

細
骨
材 砕砂

自己充填性
断面寸法，鋼材の最小あき等により自己充填性ランク
1が必要である．

流動性，
粘性

流込み位置からの円滑な流入を考え，スランプフロー
650mm前後，Ｖ75漏斗時間10～15秒を目安とする．

ノンブリー
ディング性

打込み後のはつり面との間に空げき発生を考え，ブ
リーディング率(JIS A 1123)は0%を目標とする．

初期膨張性
硬化前に打上り面が沈下せず，はつり面に密着でき
るように初期膨張性が必要である．

早強性
通行開始までの日数，施工時の外気温等による．実
験では材齢7日で桁コンクリートと同等とする．

付着性
はつり面との付着性は必要であるが，明確ではない

ため，一般的な1～1.5N/mm2を目安とする．

ヤング係
数，強度

PC桁コンクリートと同等．実験では設計上のヤング係

数33kN/mm2，圧縮強度50N/mm2を目安とする．

低収縮性
収縮・クリープ変形の小さいものが良いが，具体的に
はなっていないので市販品の組合せで可能な低収縮
性を確認する．
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図-1 初期膨張収縮率の測定結果    図-2 膨張収縮ひずみの測定結果 

図-3 高流動コンクリートの流動予測  写真-1 模擬試験体内の流動状況

表-4 付着強度試験の結果

している．発泡剤使用量

と初期膨張率は比例関係

な く ， 0.6L/m3 の 値 は

0.3L/m3 の 3.4 倍に増加し

た．実際の断面修復工事

を考えると，強固な型枠

を設けることが困難にな

る場合も予想されるため，

初期膨張は旧コンクリー

トとの付着が確保できる

範囲で小さくした方が良い． 

 図-2 は，埋込みひずみ計

で測定した高流動コンクリ

ートの膨張収縮ひずみであ

る ． 型 枠 （ 100 × 100 ×

400mm）及び錘の取外しは

打込み翌日に実施し，以降

は無拘束状態での測定値で

ある．また，図中には参考として表-3 の配合に対し，膨張材，収縮低減剤及び発泡剤を含まない場合の乾燥

環境下のひずみも表した．それらの混和材料を使用すれば，材齢 120 日での封緘状態では-15×10-6，打込み翌

日から乾燥状態であっても-165×10-6 となり，収縮量を大幅に低減することが可能である． 

(3)断面修復部での充填性： 図-3 に示すように PC 鋼材の配置により，コンクリートの流動・充填性が左右

される可能性がある．写真-1 に示すとおり，断面修復箇所を模擬した試験体でコンクリートの流動状況を観

察した結果，表-3 のコンクリートは底面を先行して流動し，PC 鋼材間の通過性がやや低下する現象が見られ

たものの，最終的に吹上げ口からオーバーフローし，密実に充填できることがわかった．一方，充填高さがわ

ずかに満足しない高流動コンクリート（Uh=285mm，SF=611mm，Tv=25.7 秒）でも同様の実験を行った結果，

流動速度が遅く，流入口側の天端板まで充填した後，吹上げ側では隙間を生じた状態で停止した．よって，指

針 1)が定めた充填高さや目安となる漏斗流下時間であれば，PC 橋桁下面の充填が可能であると判断される． 

(4)はつり面との付着性： チッピングを行ったコンクリートブロックを用い，図-3 に示したように高流動コ

ンクリートの逆打ちを行った場合のチッピング面と高流動コンクリートの付着強度を測定した．表-4 に示す

とおり，打継ぎ処理剤（アクリル系，打込み前日に噴霧）の有無に関わらず，発泡剤を使用しない場合には付

着強度は 0N/mm2 となった．一方，発泡剤を使用した場合であっても，打継ぎ処理剤を塗布しない場合には付

着強度が小さく，その必要性も確認された．ただし，それらの材料を使用しても 1N/mm2 前後の値でばらつき

も大きいことから，新旧コンクリートの付着性には過度に依存しない補修計画を行う方が良いと考えられる． 

５．おわりに  

 本報では，高流動コンクリートの要求性能を明確にし，それを満足するた

めの適切な配合設計と施工を行えば，PC 橋桁下面の大断面修復の材料とし

て適用できる可能性があることを示した．ただし，実際の構造物では，本研

究で検討していない性能を必要とする場合もあることから，適用に当たって

は十分な事前検討が必要である．なお，本研究は著者らが所属する両団体に

おける「PC 橋の改造技術に関する共同研究委員会」の活動の一環である． 

参考文献： 1)土木学会：高流動コンクリート施工指針，1998 
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